
・ 唐桑（只越）では、大型浮遊幼生、付着稚貝ともに増加しました。
・ 中部海域でも、付着稚貝が増加しています。

・ より多くの稚貝を採取するため、採苗器の増加や分散投入も検討し、
投入への準備を進めてください。

《調査結果の概要》 調査日：５月８日（木）

・ 唐桑（只越）の表層水温は10.9℃、水深10m水温は9.9℃、水深20m水温は9.4℃
でした。

（参考）
昨年の表層水温（唐桑（只越））：17.3℃（ホタテガイ採苗通報(第6報(R6.5.7調査)）
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次回の通報発行は５月１５日（木）の予定です。

表 浮遊幼生調査結果

県外情報
青森県(5/2発行)

・採苗器への付着は続いているが、浮遊幼生の出現数が減少しており、付着は終了に向かっている。
岩手県(5/7発行)

・唐丹湾で大型浮遊幼生が出現した（22個、昨年同時期56個）。
・宮古湾（浄土ヶ浜）、唐丹湾で試験採苗袋への付着稚貝が確認された（2～3個/袋）。

※岩井崎、大前見は荒天のため欠測
その他

（ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ等）
浮遊幼生数

その他
（ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ

等）

250ﾐｸﾛﾝ未満 250ﾐｸﾛﾝ以上
（小型～中型） （大型）

10m 2回曳 12 5 29 17 (4/25-5/8，10m) 292

20m 1回曳 27 11 133 10 (4/25-5/8，20m) 337

十三浜（双子沖）
(5/2) 9.8/－/－ 20m 1回曳 0 0 187 0 (4/25-5/1，10m) 274

20m 1回曳 0 8 55 53 (5/1-5/8，15m) 382

－ － － － 91 (4/25-5/8，15m) 1,071

十三浜（大指沖）
(5/2) 9.7/－/－ 20m 1回曳 0 0 123 8 (4/25-5/8，20m) 122

十三浜（大指沖）
(5/8) 10.2/－/－ 20m 1回曳 0 0 455 34 (5/1-5/8，10m) 352

女川（出島）
(5/1) 9.3/－/－ 10m2回曳 0 0 20 2 (4/22-5/1，10m) 349

4 (4/25-5/1，10m) 80

4 (4/18-5/1，13m) 309

女川（寺間①）
(5/8) 10.0/－/－ － － － － 24 (5/1-5/8，10m) 610

女川（寺間②）
(5/8) 10.0/－/－ － － － － 28 (5/1-5/8，10m) 423

十三浜（双子沖）
(5/8)

個体/袋

唐桑（只越）
(5/8) 10.9/9.9/9.4

－－－－9.3/－/－
女川（寺間）

(5/1)

10.1/－/－

調査点
（調査月日）

水温（℃）
表層／１０ｍ／2０ｍ

採取方法
（ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝﾈｯﾄ）

ホタテガイ浮遊幼生数

個体/ｍ3

ホタテガイ付着稚貝数
個体／袋

個体/ｍ3 （投入日-回収日，垂下水深）
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【海況情報】

1週間先の海況情報（表層水温）

〈国立研究開発法人水産研究・教育機構「改良版我が国周辺の海況予報システム（FRA-ROMSⅡ）」から抜粋〉

1カ月先の海況情報（表層水温）


